
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

茨 城 支 部 便 り 
第 ５２ 号 

２０１５年７月２０日 
編集兼発行人 
長島 重和 

 
 

山崎氏のご発声 
により乾杯 

撮影者：須江 二郎 
撮影日：平成 27年 6月 6日 
カメラ：Canon IXY 3  
シャッター速度：1/1,250 絞り：f3.4 
焦点距離：35mm 

場所：潮来市あやめ園 
撮影余話：去る 6月 6日(土)～7日(日)、友人と

初めてあやめ園を訪れました。６日は花曇り
でしたが、花を愛でるには絶好の日和で観光
客が大勢訪れていました。ガイドの説明では、
ここは４月に桜、５月にあやめ、６月に菖蒲
が鑑賞できるそうです。従って、今回は菖蒲
の花が見頃でした。週末土曜日でもあり、潮
来花嫁さんがご両親と同乗して、船頭の櫓さ
ばきを見ることもできました。 

 

久野支部長ご挨拶 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブ ホームページ         http://www.hitachi-rika.com 

１ 

１．日時：平成27年5月22日（金）11：10～14：30 
２．場所：ホテル天地閣（日立市） 
３．出席者：125名(含招待者 3名) 
４. 総会：谷口正俊副支部長の司会で、以下の通り盛 

会の内に進められた。 
①物故者への黙祷：残念ですが昨年度 23 名の方が 

亡くなられ、黙祷を捧げてご冥福をお祈りした。 
②支部長挨拶：久野勝邦支部長より、会社や我々茨
城支部を取り巻く社会環境の大きな変化に対応
して、更なる社会貢献や地方の再生を目指して、

茨城支部からのお知らせ 
＊第 64期第 3回 日立社友クラブ理事会報告 
・本部会員合計は 6,446名(前報告＋38名)となった。 
・｢日立家電品ご愛用感謝特別セール｣の社販購入金
は、OBが 2014年度累計でトップとなり、各位への
ご協力に対して御礼の報告があった。 

＊平成 27年 6月 茨城支部役員会報告 
・茨城支部会員数は 5月 20日現在 1,086名で、昨年

の総会時点より 22名増である。今後若手会員の入
会を重点的に推進することになった。 

 ・同好会本部移転：現在の同好会本部が耐震強度上
の問題で使用できなくなったため、平成 27年度下
期から大甕クラブに移転することになった。現在、
移転準備委員会を立上げて対応中である。 

体制・今後の検討課題等について報告があった。 
④同好会活動報告：谷口同好会幹事長より、14 ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟの活動状況及び会計報告、H27 年度新体制等に
ついて報告があった。 

⑤監査報告：長島重和監事より、支部及び同好会の 
決算報告について適正である旨の報告があった。 

⑥長寿到達者紹介：米寿 10 名､喜寿 93名の内､当日
出席の米寿２名､喜寿６名の方々が紹介された。 

５. 会社概況説明：電力システム社  村山貢一日立事 
業所長より会社概況のご説明を頂いた。 

６. 懇親会：臼井副支部長の司会のもと、山崎精二氏 

のご発声で乾杯の後、懇親会 
が開始された。一年ぶりの再 
会と健康を喜び合い、会員相 
互に近況、情報交換など､和気 
藹々とした雰囲気の中で楽し 
い２時間を過ごすことができ 
た。最後に谷口副支部長のご 
発声で、｢万歳三唱｣を行って 
閉会、再会を約して散会した。 

谷口副支部長のご発声で万歳三唱 
 

第113回 茨城支部総会 

元気に活動の輪
を広げていきま
しょうとのご挨
拶を頂いた。 

③支部活動報告：
臼井敏雄副支部
長より、支部活
動状況・会計報
告・H26 年度の
トピックス・H27
年度役員会の新



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

としまさ 

暇修学園(老人大学)での講演 

 2015 年 5 月 18日 「健康講座」
日立市大久保交流センターにて 

２ 

こ
の
度
、
社
友
ク

ラ
ブ
の
会
報
編
集
者

よ
り
投
稿
の
依
頼
を

受
け
ま
し
た
。
紙
面

を
汚
す
こ
と
に
な
る

と
躊
躇
し
た
の
で
す

【老い構え】を進めよう 
《高齢者福祉講座より》       川﨑 健嗣(88歳) 

が
、
編
集
者
の
熱
心
さ
に
押
さ
れ
お
引
受

け
し
ま
し
た
。 

私
が
高
齢
者
向
け
福
祉
講
座
を
始
め
た

の
は
、
茨
城
県
年
金
受
給
者
協
会
連
合
会

会
長
に
就
任
後
の
平
成
二
十
年
で
あ
り
ま

す
。 

｢

高
齢
者
福
祉
講
座｣
と
題
し
テ
キ
ス
ト

を
作
成
し
、
水
戸
を
は
じ
め
、
県
南
、
県

西
及
び
県
北
各
地
区
の
会
員
を
対
象
に
、

年
間
五
回
程
の
講
座
を
開
催
し
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
に
入

り
、
に
わ
か
に
日
立
市
内
の
公
共
施
設
を

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
講
演
依
頼
が
増
え
て
参
り
ま

し
た
。 

そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
以
下
に
そ

の
概
要
を
述
べ
ま
す
が
、
内
容
は
私
自
身

が
日
頃
実
行
し
て
い
る
こ
と
や
、
経
験
上

の
事
象
も
含
み
、
多
少
一
人
よ
が
り
の
と

こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
高
齢

者
の
前
途
に
も
、
病
気
や
介
護
な
ど
人
生

最
後
の
大
き
な
難
問
が
待
ち
受
け
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
、
適
切
な

心
構
え
と
行
動
即
ち
、｢

老
い
構
え｣

を
進

め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

一
、
何
歳
頃
か
ら
・
何
処
で
・
何
年
間
く
ら

い
・
誰
の
介
護
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う 

自
力
で
日
常
生
活
が
出
来
る
健
康
年
齢

か
ら
平
均
寿
命
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、
誰

か
か
ら
の
介
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
要
介
護
の
平
均
年
数
は
、
女

性
が
十
二
年
、
男
性
は
十
年
で
あ
る
と
言

会員投稿（第５０回） 

◇
蛇
口
や
ド
ア
の
ノ
ブ
を
回
転
式
か
ら

レ
バ
ー
式
に 

◇
車
椅
子
で
屋
外
に
出
入
り
可
能
な
ス

ロ
ー
プ
設
置(

設
計
見
積
ま
で)

 

ロ 

家
族
に
は
無
用
の
長
物
と
な
る
物
の
処

分 

◇
装
身
具
類(

履
物
、
衣
類
、
帽
子
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
） 

◇
趣
味
関
連(

植
木
、
盆
栽
、
骨
董
品
、

絵
画
、
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
、
そ
の
他
） 

ハ 

緊
急
時
に
備
え
て 

◇
自
分
を
証
明
す
る
物
の
携
帯(

保
険
証

診
察
券
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
コ
ピ
ー
） 

◇
電
話
機
の
側
に
、
必
要
番
号
を
大
き
く

明
記 

◇
自
動
車
は
常
に
満
タ
ン 

ニ 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
整
備 

◇
自
分
の
顔(

家
系
、
学
歴
経
歴
、
趣
味

嗜
好
内
容
な
ど
） 

◇
財
産
明
細
、
遺
産
配
分
、
介
護
継
承
者
、

宗
教
、
墓
地
、
葬
儀 

◇
認
知
症
を
想
定
し
た
対
策(

介
護
者

名
、
後
見
人
名
、
そ
の
他
） 

四
、
老
い
構
え 

誰
し
も
人
生
の
終
わ
り
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
か
ら
計
画
的
に
自
分
に
合
っ
た

｢

老
い
構
え｣

を
構
築
し
、
健
康
年
齢
を
少
し

で
も
長
く
す
る
努
力
を
致
し
ま
し
ょ
う
。 

最
後
に
、
ま
た
手
前
ご
と
で
恐
縮
で
す

が
、
私
の
最
大
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
今

で
も
年
間
三
〇
回
前
後
は
コ
ー
ス
に
出
て

お
り
ま
す
。
か
く
言
う
私
、｢

老
い
構
え｣

を
肝
に
命
じ
な
が
ら
も
明
日
ラ
ウ
ン
ド
す

る
メ
ン
バ
ー
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
つ

い
そ
そ
く
さ
と
庭
に
出
て
素
振
り
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
あ
り
さ
ま
で
す
。 

 

川
﨑 

健
嗣
氏 

連
絡
先 
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1
6
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0
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日
立
市
諏
訪
町2

-
1
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-
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電
話02

9
4
-3
3
-
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0
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習
得
に
よ
る
介
護
力
の
強
化 

◇
筋
力
・
金
力
・
気
力
の
向
上
に
よ
る
生

活
力
強
化 

◇
健
康
保
険
制
度
・
介
護
保
険
制
度
の
理

解
と
活
用 

ロ 

共
助
体
制
の
強
化 

◇
家
族
親
族
と
の
信
頼
と
愛
情
に
根
ざ

し
た
絆
の
強
化 

私
は
六
十
二
歳
か
ら
油
絵
を
始
め
、
昨
年

十
月
に
米
寿
を
記
念
し
て
、
娘
と
の｢

父
娘

(

お
や
こ)

展｣

を
日
立
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
家
族
間
で
共
通
の
趣
味
を

持
つ
こ
と
も
お
奨
め
し
ま
す
。 

◇
地
域
住
民
や
知
人
友
人
と
の
相
互
理

解
と
協
調
あ
る
関
係
強
化 

◇
住
域
組
織
・
Ｊ
Ａ
・
生
協
そ
の
他
、
生

活
関
連
組
織
と
の
関
係
強
化 

ハ 

公
助
体
制
の
理
解
と
活
用 

◇
福
祉
関
連
情
報
の
把
握
と
活
用 

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
把
握
と
活
用 

◇
健
康
保
険
・
介
護
保
険
制
度
改
善
要
請 

三
、
老
前
整
理 

体
力
の
低
下
へ
の
対
策
は
も
と
よ
り
で

す
が
、｢

我
が
人
生
に
悔
い
無
し｣

と
明
言
し

て
も
、
配
偶
者
や
子
供
た
ち
に
、
よ
く
理
解

さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
も
の
で
す
。 

自
分
亡
き
後
に
愛
す
る
家
族
が
困
ら
な
い

よ
う
、
必
要
な
対
策
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

イ 

体
力
低
下
に
備
え
て 

◇
段
差
解
消
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
と
通

路
、
浴
槽
、
玄
関
な
ど
へ
の
手
摺
装
着 

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
施
設
で
の
介

護
を
希
望
し
て
も
、
施
設
入
所
の
待
機
者

が
、
能
力
の
倍
以
上
も
い
る
現
状
か
ら
、

在
宅
で
の
介
護
は
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
齢
者
は
年
齢
性
別
を
問
わ

ず
全
員
が
「
介
護
を
す
る
人
」
で
あ
り
「
介

護
を
さ
れ
る
人
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

二
、
予
防
介
護
の
推
進 

増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢
化
の
た
め
、
医

療
費
や
介
護
費
用
の
増
大
が
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の

財
政
基
盤
確
保
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の

生
き
甲
斐
あ
る
生
活
向
上
を
支
え
よ
う

と
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
た｢

予
防
介
護
の

推
進｣

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

因
み
に｢

生
き
甲
斐
と
は
？
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
例
を
申
し
上
げ
る

と
、
私
は
、
七
十
七
歳
で
バ
イ
オ
リ
ン
に
、

八
十
歳
で
三
味
線
に
挑
戦
し
余
暇
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。 

何
事
に
も
興
味
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が 

生
き
甲
斐
に
繋
が
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

イ 

自
助
努
力
の
強
化 

◇
早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
励
行
及
び 

生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
健
康
の
維

持
向
上 

◇
介
護
に
関
す
る
知
織
・
技
術
・
心
の

バイオリンの演奏 

80 歳の時、小美玉市 
文化会館にて 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同好会行事に参加して 

の私の最初の作品です。 
問題図は、数字配列をア

ート的な点対称の幾何学
模様とし、完成図では数字
が整然と並ぶようにデザ
インしたものです。数字パ
ズル１を完成させればお
わかりいただけるでしょ
う。これを雑誌に投稿した
ところ、幸先よく掲載され
ました。その後も２回ほど
投稿し、いずれも掲載され
ています。 
最近は、投稿する気力も

衰えましたが、数字パズル
２のように、その年々の干
支に因んだ数字配列の問
題図を制作しては、年賀状
の挿絵に利用して、相変わ
らずパズルを楽しんでい
ます。 

数字パズル１ 

３ 

リレー随筆（５２） 
数字パズル Art Sudoku    志田 茂 

昨年定年退職し、12月に日立社友クラブ
茨城支部の同好会「デジカメクラブ」の仲
間に入れてもらい、毎月の例会や撮影会に
参加しています。 

「デジカメクラブ」    中村 浩三 

 

これまでは一人で風景写真の撮影を楽しんでいまし
たが、会に入ることで先輩方との写真撮影や写真談議が
楽しみとして加わりました。 
会の中で先輩方から被写体や撮影ポイントに関する

貴重な情報を教えていただき、写真撮影の充実に役立っ
ています。また、メンバーの中に野鳥、花木、祭り、城、
山など多様な分野に造詣の深い方が多数おられ、写真談
議を通じて被写体に関する深い知識を教えていただい
ています。 
若輩者を温かく仲間に迎えてくださった先輩方に感

謝し、趣味の写真撮影を通じて会の発展に微力ながらも
貢献できればと思っています。 

とです。 
私は、農繁期には米づくりを手伝うために(草刈、田

の水位調節）、故郷岩手、日立間を数回往復しますが、
帰郷先にも卓球同好会があり、週２回参加します。 
年に数回行われる岩手の地域対抗の親善試合には、

選手の移送も手伝って喜ばれています。卓球は茨城だ
けでなく、岩手でも友人の輪を拡げてくれ、体力的だ
けではなく精神的にも健康の維持・向上に役立つよう
に感じています。 

卓球は友の輪を拡げる 
「卓球クラブ」        高橋 功 
 初めて日立社友クラブの卓球同好会に参
加して 10年以上経過しました。 
日立会瀬体育館で行われる月３回の練習

日には毎回 20 人程度が楽しく過していま

老化を少しでも遅らせるには、体ト
レ(体力トレーニング)と脳トレが欠か
せないとはよく言われることです。大
分前に後期高齢者の仲間入りをしてい
ますが、体トレにはゴルフとウォーキ
ングを、脳トレには囲碁と数字パズル

を楽しんでいます。ただ、これらが老化防止に効果が
あるのかどうかは、定かではありません。 

脳トレ用の数字パズルは、｢数独｣あるいは｢ナンプ
レ｣と呼ばれているものです。これは、世界中で親しま
れているパズルの一つのようです。 

この数字パズルの世界的な流行には、一寸した裏話
があります。あるニュージーランドの男性が、日本の
書店で｢数独｣の本を手にとったことに端を発します。
彼は｢数独｣の問題をコンピュータで自動的に作成でき
るプログラムの開発に成功しました。これを武器に、
イギリスの新聞社にパズルを売り込み、｢Su Doku｣の名
称で 2004年から新聞連載が始まりました。翌年には、
他の国々にも、「Sudoku｣という名称で、このパズルが
広まり、世界的ブームになったというのです。しかも
2006 年には、第１回の世界選手権 (World Sudoku 
Championship)がイタリアで開催され、22 ヶ国から 85
人が参加したというフィーバーぶりです。 

会 員 のたより  

「旅行会」       後藤 隆雄 
   ｢旅行会｣は昨年４月から日立電鉄(株)
との共催で最適なシーズンに魅力ある旅
が計画され、不定期に開催されてきまし
た。 

第１回は｢花見山公園と吾妻スカイラインの雪回廊｣
の春爛漫の花々と残雪の山並みの素晴らしい旅に始ま
り、先月の６月１日には第９回の｢那須八幡ツツジ群落
とステンドグラス館見学｣が開催され、私はこれまで７
回程参加して来ました。毎回添乗する若いガイドさん
や、遠慮のいらない茨城支部の皆さんと談笑しながら
の旅行会は、実に楽しい旅を提供してくれています。
バスの乗降も、神峰公園から６号国道筋のバス停、東
海駅、勝田駅西口まで、最寄りのバス停を選べて大変
便利です。 
この旅行会は、不思議に毎回好天に恵まれ(世話人が

晴れ男かガイドさんが晴れ女？)、散策、探鳥、写真、
ビデオなどオールラウンドで楽しめ、ガイドさんの笑
顔から元気が貰える旅行会です。 
多くの社友クラブの会員(奥様も)のご参加を！ 
 

私が｢Sudoku｣に興味を持ち始めたのはこの頃で、問
題に挑戦するだけではなく、問題を作ることにも興味
を覚えました。問題図あるいは完成図の数字の並びに
アート的な特徴がある｢Art Sudoku｣に特に惹かれまし
た。数字パズル１は、2006年に作ったこの「Art Sudoku」

数字パズル２ 

す。参加者は最近でも増え続け会員は 30名を超えてい
ます。上級者の指導が会場のあちこちで見られ、好成績
を収めた対外試合結果が時折報告されます。素晴しいこ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。) 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

野鳥自然観察 
グループ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

―   休会 ― 
参加費:\300/回 
原則雨天中止  28(月)  粟原 9:00～ 

  26(月) 赤羽緑地 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 0294-24-3768 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

12(水) 
 9(水)   
大会 14(水) 

同好会本部 
10:00～ 
(大会 
9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\1000 

26(水) 23(水) 28(水) 
勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 17(木) 
15(木)
大会 

大島コミュニティ
センター 

09:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

10(月) 14(月) 19(月) 
明治商会 10:00～ 参加費:\1700/回 

― 28(月) 26(月) 

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

5、12 
26(水) 

2、9 
16(水) 

7、14 
21(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

若島喜和 0294-24-2425 
wakasima@net1.jway.ne.jp 

3(月) 7(月) 5(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
武田孝一 0294-36-1469 
takedaks@future.ocn.ne.jp 

7(金) 4(金) 9(金) 
大久保 

交流センター 
09:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

4(火) 1(火) 6 火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 8(火) 13(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

25(火) 29(火) 27(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回 

シニア 
パソコン 

山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

24 月) 14(月) 19(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

PSE13 講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

25(火) 18(金) 16(金) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

Excel関数 
講座 

27(木) 24(木) 22(木) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

 

１．第６５回研修会 [いわき地区のエコ事業所の見学] 

福島県いわき地区の環境保全、省エネに力を入れて
いるエコ事業所「（株）クレハいわき事業所、いわき
大王製紙（株）」の見学とマリーンタワーで有名な三
崎公園を散策します。 
皆様の参加をお待ちしております。 

・開 催 日：平成 27 年 9月 30 日(水) 
・集 合：大甕駅前（常陽銀行大甕支店前）8:00 

日立電鉄交通ｻｰﾋﾞｽ南営業所 8:20 
・帰 着：大甕駅前   17:20頃の予定 
・会 費：5,500円予定（バス、昼食代、他） 
・募集人員：先着 40 名 
・申込締切：7月 31 日 
・申 込 先：石田 和夫  Tel/Fax：0294-34-0209 

E-mail：ishida.kazuo@nifty.com 
 

４ 

編集後記 本年も茨城支部総会が盛大に行われまし
た。ご同慶の至りです。会員投稿 川﨑健嗣さんの実践
される｢老い構え｣に倣い、特に老前整理－断捨離－に
留意したいもの。リレー随筆 志田茂さんの｢数独｣（数
字パズル）に興味を持たれた方も居られましょう。 
健康寿命延長に邁進あるのみ！ 
２年ぶりに日立野球部が東京ドーム出場です。応援

に行きましょう！！         長島 重和 

２．第６２回歩こう会 【日立山側ルートを歩く】 

日立市内６号国道の山側バイパスを山側ルートと仮
称し、ここは広い歩道と、眼下に太平洋の眺望が広が
る景色が絶景で、中高年のウォーキングで人気。初秋
の一日、爽やかにウォーキングを楽しみましょう。 

・開 催 日：平成 27年 9月 23日(水) 
雨天 10月 10日(土) 

・集 合：日研駐車場(山側道路の風神山入口 
から入る)  スタート 10：30 

・コ ー ス：日研駐車場→山側道路多賀方面→塙山第 
２児童公園(昼食)→山側道路日研方面→ 
日研駐車場 13：30着 解散 
総距離約 7．5km 平坦地 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・会 費：200円(非会員はプラス 300円) 
・申込締切：平成 27年 9月 16日(水) 
・申 込 先：須江 二郎  Tel/Fax：0294-53-5901  

E-mail：j-sue@nifty.com 

訃 報 長年苦楽を共にした次の方がお亡くなり
になりました。衷心よりご冥福をお祈り致します。 

吉岡 孝幸  平成 27年 03月 21 日 享年 85歳 
高野 正夫 平成 27 年 03月 31 日 享年 90歳 
奥山  賢一  平成 27年 04月 06日 享年 84歳 
大内 藤雄 平成 27年 05月 07日 享年 87歳 
小林  正宏 平成 27年 05月 17 日 享年 74歳 
石川  満夫  平成 27年 05月 28 日 享年 79歳 
小林    昭  平成 27年 06月 04日 享年 88歳 
 

同好会の行事ご案内（8 月～10 月） 
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